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1

（23）、国内特許出願件数の目標を達成するなど、年度計画に基づき
取組みを実施。
（24）教員一人当たりの共同・受託研究数が目標を達成するなど、年
度計画に基づき取組みを実施。

Ⅲ
各計画を順調に実施していることから、年度計画を順調に実
施と判断。

（25）公開講座の受講者ニーズの把握や履修証明プログラム「地域リ
ハビリテーション学コース」を引き続き展開するなど、年度計画に基づ
き取組みを実施。
（26）I-siteなんばを活用した社会人講座を充実させ、利用件数実績が
前年を大きく上回るなど、年度計画以上に取組みを実施。

Ⅳ
各計画を順調に実施し、2項目中1項目について、年度計画
を上回り実施していることから、年度計画を上回って実施と
判断。

③地方自治体など諸機関との連携の強化

（27）堺市産学公連携事業など、府内自治体との連携に取り組むな
ど、年度計画に基づき取組みを実施。
（28）COC事業において地域貢献活動を実施するなど、年度計画に基
づき取組みを実施。

Ⅲ
各計画を順調に実施していることから、年度計画を順調に実
施と判断。

（29）海外への学生派遣数や外国人招へい教員数が目標を達成する
など、年度計画に基づき取組みを実施。
（30）受入学生数が目標を達成するなど、年度計画に基づき取組みを
実施。

Ⅲ
各計画を順調に実施していることから、年度計画を順調に実
施と判断。

（46）MOBIOでの技術相談件数が目標を達成するなど、年度計画に基
づき取組みを実施。

Ⅲ
各計画を順調に実施していることから、年度計画を順調に実
施と判断。

②公開講座や出前授業の推進

（47）公開講座数及び参加者数が目標を達成するなど、年度計画に基
づき取組みを実施。
（48）「はりま産学交流会」において教員が講演を行うなど、年度計画
に基づき取組みを実施。

Ⅲ
各計画を順調に実施していることから、年度計画を順調に実
施と判断。

2

（49）理事・副学長会議の回数を増やし、理事長と理事・副学長間の情
報共有を進めるなど、年度計画に基づき取組みを実施。
（50）大阪市立大学と共同で新法人設立準備室を新設し、法人統合に
向けての取組みを進めるなど、年度計画に基づき取組みを実施。

Ⅲ
各計画を順調に実施していることから、年度計画を順調に実
施と判断。

（51）女性研究者支援事業を実施するなど、年度計画に基づき取組み
を実施。
（52）教員業績評価制度見直しの実施など、年度計画に基づき取組み
を実施。
（53）教職協働の推進など、年度計画に基づき取組みを実施。
（54）FD・SD活動を活発に実施するなど、年度計画に基づき取組みを
実施。

Ⅲ
各計画を順調に実施していることから、年度計画を順調に実
施と判断。

9

(7) グローバル化に関する目標をを達成するための措置

2 大阪府立大学工業高等専門学校の教育研究に関する目標を達成するための措置

年度計画

１ 大阪府立大学の教育研究に関する目標を達成するための措置

小項目
番号

8

「研究成果の発信・還元（23）」
「大阪の産業活性化への貢献（24）」

平成29年度 自己評価判断理由書

①研究成果の発信と還元による産業活性化への貢献

公立大学法人大阪府立大学

②生涯教育の取組の強化

「多様で質の高い生涯教育の提供（25）」
「社会人が学びやすい場の提供（26）」

11

Ⅰ 教育研究等の質の向上に関する目標を達成するために取るべき措置

「教育研究活動のグローバル化（29）」
「自治体施策との連携によるグローバル化（30）」

(3) 地域貢献等に関する目標を達成するための措置

22

①研究成果の発信と社会への還元

21

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置

「理事長・学長のトップマネジメント（49）」
「業務（法人・大学・高専）整理と組織検討（50）」

「多様な人材の確保・活用・育成・登用（51）」
「教職員評価制度（52）」
「柔軟な組織編制・人員配置（53）」
「教職員の育成（54）」

「研究成果の発信・還元（46）」

19

「自治体等との連携（27）」
「諸機関との連携・地域課題への対応（28）」

10

20   「出前授業・公開講座の推進（47）」
  「リカレント教育の検討（48）」

１ 運営体制の改善に関する目標を達成するための措置

2 組織の活性化に関する目標を達成するための措置

(5) 地域貢献等に関する目標を達成するための措置

資料6



（55）スペースチャージ制についてなど、年度計画通り実施できなかっ
た。

Ⅱ
計画（55）について、年度計画を計画通り実施できていないと
判断。

3

（56）外部資金獲得額など、年度計画に基づき取組みを実施。
（57）教育研究組織の分析を踏まえた予算配分や省エネの取組みを
行うなど、年度計画に基づき取組みを実施。
（58）運営交付金の効率的な執行に努め、事業評価を行うなど、年度
計画に基づき取組みを実施。

Ⅲ
各計画を順調に実施していることから、年度計画を順調に実
施と判断。

4

（59）認証評価結果に基づき改善を進めるなど、年度計画に基づき取
組みを実施。
（60）機関別認証評価を受信するなど、年度計画に基づき取組みを実
施。
（61）シラバスの内容チェックを実施し、Webページで公開するなど、年
度計画に基づき取組みを実施。
（62）認知度向上とブランド力の強化のため広報を実施するなど、年度
計画に基づき取組みを実施。
（63）後援会と連携して各種取組みを実施するなど、年度計画に基づ
き取組みを実施。

Ⅲ
各計画を順調に実施していることから、年度計画を順調に実
施と判断。

5
1 施設設備の整備に関する目標を達成するための措置

3 コンプライアンス・リスクマネジメントの強化に関する目標を達成するための措置

（64）施設整備・保全プランに基づき、耐震化、改修工事を実施するな
ど、年度計画に基づき取組みを実施。
（65）学内公募による高額研究機器の選定・共同利用を実施するな
ど、年度計画に基づき取組みを実施。
（66）全学一斉防災避難訓練を実施するなど、年度計画に基づき取組
みを実施。
（67）公平・公正な入試運営の実施のための改善を行うなど、年度計
画に基づき取組みを実施。
（68）「公立大学法人大阪府立大学における研究費の不正防止計画」
を改正、施行するなど、年度計画に基づき取組みを実施。
（69）情報セキュリティについて、研修、監査を実施するなど、年度計
画に基づき取組みを実施。
（70）人権に関するシンポジウム、講演会を実施するなど、年度計画に
基づき取組みを実施。

Ⅲ
各計画を順調に実施していることから、年度計画を順調に実
施と判断。

Ⅵ 大阪市立大学との統合等に関する目標を達成するために取るべき措置

1 大阪市立大学との統合による新大学実現へ向けた取組の推進

2 大阪市立大学との連携の推進

 （71）大阪市立大学と共同で「新法人設立準備室」を設置し、統合に向け
た取組みを実施するなど、年度計画に基づき取組みを実施。
 （72）施設現況調査を実施するなど、年度計画に基づき取組みを実施。
 （73）連携・共同化について、可能なものから先行して実施するなど、年
度計画に基づき取組みを実施。

Ⅲ
各計画を順調に実施していることから、年度計画を順調に実
施と判断。

Ⅴその他業務運営に関する重要目標を達成するための措置

1 評価に関する目標を達成するための措置

「施設整備プランの推進（64）」
「計画的な機器等の更新（65）」
「安全衛生・防災（66）」
「コンプライアンス・リスクマネジメントの強化（67）」
「研究公正の推進・研究費不正使用の防止（68）」
「情報セキュリティ（69）」
「人権尊重（70）」

26

25 「点検評価と改善（大学）（59）」
「点検評価と改善（高専）（60）」
「情報の提供（61）」
「戦略的広報の実施（62）」
「支援者等への情報発信の充実（63）」

2 安全管理等に関する目標を達成するための措置

4 人権に関する目標を達成するための措置

2 情報の提供と戦略的広報に関する目標を達成するための措置

23
「施設・機器の有効利用等（55）」

3 施設設備の有効利用等に関する目標を達成するための措置

Ⅳ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するための措置

1 自己収入の確保に関する目標を達成するための措置
2 経費の抑制に関する目標を達成するための措置
3 運営費交付金についての目標を達成するための措置

Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するための措置

「自己収入の確保（56）」
「運営経費の抑制（57）」
「運営費の確保（58）」

  「新大学に向けた検討・手続の推進（71）」
  「現キャンパスの課題・方向性や新大学のキャンパスの検討
（72）」
  「大阪市立大学との連携・共同化（73）」

27

24


